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001)。呼吸機能の指標であるVE vs. VCO2 slopeは運動後有意に改善し(p<0.01)、逆にgroup Cで
は増悪していた(p<0.01)。安静時及びAT時の呼吸回数はgroup Eで有意に低下しており(p<0.001,
p<0.05)、group Cでは変化を認めなかった。 
 呼吸の速さの指標であるTV-RR slopeはgroup Eで94.8±45.9から129.9±69.5に有意に改善し
た(p<0.001)が、group Cでは110.3±61.4から86.7±51.1へ低下していた(p<0.001)。また呼吸の
浅さの指標であるTV at plateauはgroup Eで1473.6±321.9 mLから1673.2±355.1 mLに有意に改
善した(p<0.001)が、group Cでは変化を認めなかった。 
 全患者(n=170)で解析した結果、%AT[(post AT –  pre AT)/ pre AT×100]は%TV-RR slope[(po
st TV-RR slope –  pre TV-RR slope)/ pre TV-RR slope×100]と正の相関を示した(r=0.60)。
また%TV at plateau[(post TV at plateau –  pre TV at plateau)/ pre TV at plateau×100]
も%ATと正の相関を示した(r=0.51)。 
  【考察】 
今回の検討により、速くて浅い呼吸は運動療法を行う事で改善することが示された。心臓病にお
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   【結語】 
運動療法は速くて浅い呼吸を改善し、異常な呼吸パターンの改善は運動耐容能と相関する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
